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● 新年のあいさつ

● 市民の福祉を考えるつどい

● 受賞おめでとうございます

● 介護者癒しのつどい

● ぼらぼら通信

● ふれあいのつどい

● １００歳おめでとうございます！

● 総合相談事業のお知らせ

● 温かい善意～ご寄附の紹介～

● 宮城いきいき学園入学生募集

● まもりーぶ栗原の紹介

主
な
内
容

平成30年度「福祉活動に関する標語・ポスター・書道」
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し

い
気
持
ち
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
福
祉
行
政
を
は
じ
め
、
市
政
全
般
に
わ
た

り
御
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
５
月
に
改
元
を
控
え
た
平
成
最
後

の
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
干
支
も
十
二
支
最
後

の
「
亥
年
」
で
す
。
来
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
控
え
て
お
り
「
市
民
が
創
る　

く
ら
し
た

い
栗
原
」
の
実
現
に
向
け
て
、
猪
突
猛
進
、
決

意
を
新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世

帯
の
増
加
、
社
会
的
孤
立
や
生
活
困
窮
な
ど
、

市
民
が
抱
え
る
生
活
問
題
は
複
雑
多
様
化
し
て

お
り
、
改
め
て
地
域
に
お
け
る
人
の
つ
な
が
り

や
支
え
あ
い
の
大
切
さ
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。　

　

こ
の
よ
う
な
中
、
栗
原
市
で
は
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域
の
つ
な
が
り
や

支
え
あ
い
を
よ
り
強
固
に
す
べ
く
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
、
栗
原
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
共
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
益
々

の
御
発
展
と
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

２
０
１
９
年
が
幸
多
き
豊
か
な
年
に
な
る
こ
と

を
願
い
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
栗
原
市
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様

に
は
、
本
会
の
運
営
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援

と
ご
理
解
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
は
「
共
に
支
え　

共
に
助
け
合

い　

共
に
生
き
る
」
地
域
の
創
造
を
基
本
理
念

に
、
支
部
や
地
区
社
協
を
中
心
と
し
た
小
地
域

で
の
支
え
合
い
活
動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
は
、「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

第
２
層
運
営
等
業
務
」
を
栗
原
市
か
ら
受
託
し
、

旧
町
村
単
位
に
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
地
域
が
元
気
に
な
る
た
め
の
話
し

合
い
の
場
と
な
る
「
協
議
体
」
を
10
地
区
に
設
置

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、「
地
域
に
お
け
る
支

え
合
い
体
制
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
も
の
で
、
本

会
の
基
本
理
念
と
め
ざ
す
方
向
は
同
様
と
捉
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
福
祉
推
進
の
中

核
的
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
意
見
を
い
た

だ
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け

た
「
地
域
づ
く
り
」
を
栗
原
市
と
連
携
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
、
小
地
域
福
祉
活
動
の
発
展
や
充
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
11
月
８
日
（
木
）、
こ
の
花
さ
く
や
姫
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、

地
域
住
民
と
社
協
等
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
住
民
の
自
主
的
・

主
体
的
な
参
加
の
も
と
に
「
誰
も
が
安
心
し
て
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
」を
考
え
る
機
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
多
年
に
わ
た
り
栗
原
市
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
方
々
を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
『
生
活
支

援
・
介
護
予
防
』
を
考
え
る
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
基
調
講
演
と
し
て

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
宮
城
県
の
取
り
組

み
」
を
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会 

震
災
復
興
・
地
域
福
祉
部 

次
長 

西
塚 

国
彦 

氏
に
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
地
域
支
え
合
い
推
進
会
議
（
第
１
層
協
議
体
）
の
取
り

組
み
と
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」に
つ
い
て
、
栗
原
市
市
民
生
活
部

介
護
福
祉
課 

主
査 

川
口 

公
一 

氏
よ
り
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
で
は
、
今
年
度
新
た
に
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

第
２
層
運
営
等
業
務
」
を
栗
原
市

か
ら
受
託
し
、「
第
２
層
協
議
体
」

の
設
置
ま
で
の
取
り
組
み
や
、「
地

域
の
宝
物
探
し
」
で
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
出
会
っ
た

「
地
域
の
支
え
合
い
活
動
」
等
に
つ

い
て
、
実
践
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

栗
原
市
は
、
宮
城
県
内
で
も
高

齢
化
率
が
高
い
地
域
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
と
「
地
域
の
支
え
合
い

活
動
」
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
な

お
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
暮
ら
し
や
す
い「
栗
原

の
地
域
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
必
要
と

し
た
社
会
的
背
景
や
２
０
４
０
年
に
向

け
た
『
地
域
共
生
社
会
の
実
現
』
の
取

り
組
み
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■

基
調
講
演

社
会
福
祉
法
人 

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
震
災
復
興
・
地
域
福
祉
部

次
長　

西
塚　
国
彦 

氏

　

地
域
支
え
合
い
推
進
会
議
（
第
１
層

協
議
体
）
の
設
置
の
趣
旨
や
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
等
に
つ
い

て
、
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。

■

行
政
説
明

栗
原
市 

市
民
生
活
部 

介
護
福
祉
課

主
査　

川
口　
公
一 

氏

　

長
年
、
社
協
が
「
地
域
福
祉
活
動
推

進
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
き
た
こ
と
が
、
大

き
な
強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。」

■

実
践
発
表

「
地
域
支
え
合
い
瀬
峰
地
区
推
進
会
議（
第
２
層
協
議
体
）

の
設
立 

～
つ
な
が
る
こ
と
で
見
え
て
き
た
も
の
～
」

　

瀬
峰
地
区
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

佐
藤　
早
苗

社
会
福
祉
法
人
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

会  

長　

小　

林　

吉　

雄 

新
年
の
あ
い
さ
つ

栗 
原 
市 

長　

千　

葉　

健　

司 

新
春
の
あ
い
さ
つ

社協会費充当事業

　

今
こ
そ
地
域
支
え
合
い
！
「
住
み
慣

れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
」
誰
も
が
こ
こ
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

■

実
践
発
表

「
地
域
支
え
合
い
地
区
推
進
会
議（
第
２

層
協
議
体
）の
設
置
と
地
域
の
宝
物
」

　
若
柳
地
区
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

髙
橋　
由
利
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●
在
宅
介
護
功
労
者 　
　
　

 

（
敬
称
略
）

小
田　

初
子
・
久
保　

豊
子 

（
築　

館
）

小
野　

良
子　
　
　
　
　
　

 

（
築　

館
）

菅
原　

勝
夫
・
菅
原　

敏
文 

（
栗　

駒
）

佐
藤
と
し
み
・
熊
谷
ゑ
つ
子 
（
栗　

駒
）

菅
原
り
つ
子
・
菅
原　

庚
子 
（
栗　

駒
）

千
葉　

繁
子
・
千
葉
と
し
み 

（
栗　

駒
）

佐
々
木
民
子
・
後
藤
や
す
子 

（
栗　

駒
）

佐
々
木
あ
つ
子
・
大
槻
み
ね
子 

（
高
清
水
）

菅
原　

斌
治
・
片
寄　
　

長 

（
高
清
水
）

後
藤
よ
ね
子
・
大
橋　

孝
子 

（
一　

迫
）

菅
原
千
代
子
・
内
藤　

政
美 

（
一　

迫
）

阿
部
津
恵
子
・
髙
橋　

昭
子 

（
一　

迫
）

伊
藤　

慶
子　
　
　
　
　
　

 

（
一　

迫
）

阿
部　

秋
代
・
三
浦　

勝
典 

（
瀬　

峰
）

遠
藤　

幸
子　
　
　
　
　
　

 

（
瀬　

峰
）

菅
原
み
ど
り　
　
　
　
　
　

 

（
金　

成
）

佐
藤　

直
子
・
照
井　

春
江 

（
志
波
姫
）

髙
橋　

輝
子
・
千
葉
と
く
江 

（
花　

山
）

―
―
―
―
― 

表
彰
状 
―
―
―
―
―

〈
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
〉

千
葉
と
み
子　
　
　
　
　
　

 

（
築　

館
）

千
葉　

和
子　
　
　
　
　
　

 

（
花　

山
）

〈
本
会
役
職
員
・
評
議
員
功
労
者
〉

（
理
事
）

三
浦　

德
義　
　
　
　
　
　

 

（
志
波
姫
）

（
職
員
）

小
野
寺
ふ
み
・
三
條　

勝
子 

（
築　

館
）

木
川
田
奈
津
江　
　
　
　
　

 

（
志
波
姫
）

〈
推
進
委
員
功
労
者
〉

佐
藤　

輝
也
・
髙
橋　

和
春 

（
築　

館
）

髙
橋　

道
男
・
佐
藤　

孝
良 

（
築　

館
）

金
野　

幸
子
・
蓬
田　

幸
枝 

（
築　

館
）

泉
田　

敬
子
・
伊
藤
せ
つ
子 

（
築　

館
）

三
浦　

義
夫
・
佐
藤　

友
子 

（
若　

柳
）

松
本　

貞
雄
・
米
澤　

久
哉 

（
若　

柳
）

菊
地　

英
夫
・
髙
橋　

寛
子 

（
若　

柳
）

鈴
木　

四
男
・
佐
々
木
い
く
子 

（
若　

柳
）

齋
藤
き
よ
み
・
菅
原　

清
江 

（
栗　

駒
）

佐
藤　

信
義
・
高
橋
ひ
で
子 

（
栗　

駒
）

遊
佐
な
を
し
・
豊
嶋　

昌
一 

（
栗　

駒
）

伊
藤　

貞
子　
　
　
　
　
　

 

（
高
清
水
）

阿
部
て
る
子　
　
　
　
　
　

 

（
一　

迫
）

後
藤　

哲
弘
・
小
野
寺
忠
八 

（
瀬　

峰
）

髙
橋　

信
子
・
髙
橋　

春
子 

（
瀬　

峰
）

佐
藤　

一
雄　
　
　
　
　
　

 

（
鶯　

沢
）

後
藤　

勝
正
・
原
田　

月
子 

（
金　

成
）

髙
橋　

新
吉　
　
　
　
　
　

 

（
金　

成
）

佐
藤
か
よ
子　
　
　
　
　
　

 

（
志
波
姫
）

大
場　

徳
幸
・
鮱
名　

和
義 

（
花　

山
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
〉

髙
橋　

和
子　
　
　
　
　
　

 

（
金　

成
）

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
〉

北
二
股
あ
ゆ
み
の
会

　

代
表　

岩
渕
さ
ち
え　
　

 
（
若　

柳
）

食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
く
ら

　

代
表　

大
黒　

悦
子　
　

 

（
瀬　

峰
）

―
―
―
―
― 

感
謝
状 

―
―
―
―
―

〈
社
会
福
祉
事
業
篤
志
寄
付
者
〉

野
口
建
設
株
式
会
社　
　
　

 

（
築　

館
）

斎
藤　

房
郎　
　
　
　
　
　

 

（
栗　

駒
）

一
関
信
用
金
庫　
　

 

（
岩
手
県
一
関
市
）

　

 11
月
７
日（
水
）、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
に
お
い
て「
第

 64
回
宮
城
県
社

会
福
祉
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
方
々
へ
表
彰
状
、
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

―
―
―
―
― 

表
彰
状 

―
―
―
―
―　

〈
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
功
労
者
〉

（
職
員
）

小
野
寺
ふ
み
・
三
條　

勝
子 

（
築　

館
）

木
川
田
奈
津
江　
　
　
　
　

 

（
志
波
姫
）

（
福
祉
活
動
推
進
員
）

相
馬　

良
子
・
白
鳥
あ
さ
よ 

（
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石
川　

恵
子
・
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中
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子
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（
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）

三
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信
子
・
氏
家
た
え
子 

（
志
波
姫
）

　１２月２日(日)、みちのく金成温泉金成延年閣を会場に、介護者癒しのつどいを開催しました。

在宅で介護をしている家族の皆さまをお招きし、介護者同士の交流と心身のリフレッシュを図って

いただくことを目的としており、総勢９４名の参加がありました。

　はじめに、栗原市長、栗原市議会議長ご臨席の下、小林会長から５年以上在宅介護をしている介

護者３２名に対し、表彰状と記念品を贈呈しました。

　また、社協介護保険事業所等の紹介や各事業所で利用者さんが作成した作品を展示させていただ

き、「日頃の様子が分かってよかった。」と喜ばれていました。

　温泉で疲れを癒した後は、美味しい料理を堪能し、ボランティア「民謡うぐいす会」さんの、尺八

や三味線の生演奏による踊りや唄を満喫しました。最後には、恒例の大抽選会を行い、参加された

方々から「ストレス解消になった」「自分以外にも介護をしている人達が大勢いるんだなあと安心し、

頑張ろうと思った」という声が聞かれ、有意義な時間を過ごしていただきました。

〈
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ン
テ
ィ
ア
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労
者
〉

千
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文
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）

〈
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プ
功
労
〉

日
本
民
謡
桃
光
会
高
清
水
支
部

　

代
表　

佐
藤
ま
き
子　
　

 

（
高
清
水
）

（
敬
称
略
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

第
64
回
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

「長い間、ご苦労さまです」 素晴らしい演奏と踊りでした。 「当選おめでとうございます」

平成30年度

を開催しました！
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　栗原市社協居宅介護支援事業所
を利用されています。
　元気の源は、一日一本の栄養ド
リンク!!
　昔は、お店の看板娘でした。今
は、自分のことより家族のことを
思いやる優しいすゑよさんです。
　これからも元気にお過ごしくだ
さい。

　１０月２５日（木）築館体育センターに

おいて、障がいの有無に関わらず、地域

でお互いの理解を深め合うことを目的

に、総勢１６６名が参加して行われまし

た。午前中は綱引きや玉入れなどのレク

リエーションで交流、昼食後の施設紹介

をはさんで午後からは、人形劇を鑑賞し

ました。実行委員会の企画により、盛り

沢山の内容で楽しい１日となりました。

　楽しみながら地域のお茶っこ会などで

活用できる技術を学ぶことを目的に、今

年度２回目の手品講座を開催しました。

　いきいきマジシャン　柴田教行氏、登

子氏ご夫妻を講師に招き、２３名が参加。

ハンカチを使った本格的な手品や、絵カ

ードやストローを使った手品に挑戦し、参加者同士で発表し合い技術に磨きをかけ

ました。参加者からは「分かりやすく、おもしろかった」「早速、お茶っこ会で実践

したい」などの声があがり、充実した講座となりました。

総合相談事業のお知らせ
困りごと、心配ごとの相談に応じ、広く市民の福祉の増進を図ってまいります。
※栗原市内どの相談所も利用可能です。相談無料、秘密厳守いたします。

社協会費充当事業

開　設　場　所 開　設　日 開設時間

築館支所(23-8087)
(築館高齢者福祉センター)

若柳支所(32-3083)
(若柳多目的研修センター)

１/８(火) ２/５(火) ９:30～11:30

１/22(火) ２/19(火) 13:30～15:30

栗駒支所(45-2150)
(栗駒老人憩いの家 シャクナゲ荘)

瀬峰支所(59-2322)
(瀬峰保健センター)

１/10(木) ２/７(木) ９:30～11:30

１/24(木) ２/21(木) 13:30～15:30

高清水支所(58-3637)
(高清水保健福祉センター ほっと館)

花山支所(56-2028)
(花山高齢者生活福祉センター 湖畔の里)

１/７(月) ２/４(月) ９:30～11:30

１/21(月) ２/18(月) 13:30～15:30

一迫支所(52-4433) 
(一迫高齢者生活福祉センター)

金成支所(42-1248)
(金成総合支所 やすらぎセンター)

１/11(金) ２/８(金) ９:30～11:30

１/25(金) ２/22(金) 13:30～15:30

鶯沢支所(55-2834)
(鶯沢老人福祉センター)

志波姫支所(22-2713) 
(志波姫老人憩いの家おもと荘)

１/９(水) ２/６(水) ９:30～11:30

１/23(水) ２/20(水) 13:30～15:30

巡回相談
　地区社協等への出張相談いた
します。

◆ 開設回数
　　各支所　年４回程度

◆ 開設場所
　　各地区集会所等

＊地区社協等と相談しながら、開
催日、会場、内容等を決定し、
当該地区を対象に開催します。

　電話で相談を受付いたします。

◆ 開 設 日
　　毎週月曜日から金曜日

（土・日・祝日、
　　　12/29～1/3を除く）

◆ 開設時間
　　8時30分～17時30分
◆ 開設場所
　　　本所、社協各支所

電話相談

支所ごとに開設している定期的な相談窓口。相談員が対応いたします。
◆ 開 設 日：月２回（開設日、開設時間は、下表のとおり）　◆ 開設場所：社協各支所

生活相談

　県社協や行政、関係機関
と連携して合同相談を開催
いたします。

◆ 開設回数
　　各支所　年1回程度

＊開催日、会場、
内容等は、改
めてお知らせ
します。

合同相談

大  場  すゑよ 様　大正７年１０月２９日生まれ

１００歳 おめでとうございます！

● 栗原市民生委員児童委員協議会 様
● 宮城県障害者福祉センター 様

● 栗原市ボランティア連絡協議会 様
● 人形劇サークルころころ 様

ご協力
ありがとう
ございました！

ふれあいのつどい
～みんなでつながろう～開催

◆日時 平成３０年１１月１９日（月）１０：００～１２：００
◆会場 栗原市市民活動支援センター

共同募金配分金事業

技術養成ボランティアスクール

手品講座 開催しました！

手品に使う道具を製作中です 練習した成果を発表！

講師によるミニ手品ショー☆
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バーコードリーダーで読み取り。
モバイルサイトにアクセス！

モバイル版はこちら！！→
http://kurihara-sfk.jp/ホームページ

アドレス

社
協
本
所
・
支
所
電
話
番
号
（
市
外
局
番 

０
２
２
８
）

本所・総務課 23－8070 (代表)

本所・地域福祉課 23－8087 (直通)

本所・事業運営課 21－2141 (直通)

築  館  支  所 23－8087　　　

若  柳  支  所 32－3083　　　

栗  駒  支  所 45－2150　　　

高 清 水 支 所 58－3637　　　

一  迫  支  所 52－4433　　　

瀬  峰  支  所 59－2322　　　

鶯  沢  支  所 55－2834　　　

金  成  支  所 42－1248　　　

志 波 姫 支 所 22－2713　　　

花  山  支  所 56－2028　　　

介
護
保
険
等
事
業
所
電
話
番
号
（
市
外
局
番 

０
２
２
８
）

訪問介護事業所（ホームヘルプ）
21－2146

居宅介護事業所（ホームヘルプ）

栗原市高清水デイサービスセンター 58－3637

栗原市一迫デイサービスセンター 52－4433

栗原市瀬峰デイサービスセンター 59－2322

栗原市鶯沢デイサービスセンター 55－2874

栗原市金成デイサービスセンター 42－1154

栗原市花山デイサービスセンター 56－2028

居宅介護支援事業所(ケアマネジャー） 21－0225

生活介護事業所はげましホーム 22－8111

共同生活援助事業所ふきのとう 22－0745

相談支援事業所（障がい者相談） 21－2141

「地域の社会福祉のために役立てて下さい」と
 心温まるご寄附・ご寄贈いただきました。

匿　　　　　名 様（瀬峰） 新米30㎏、南瓜10個
白菜３個、大根５本

菅　原　節　子 様（栗駒） 11,500円分
（ギフトカード）

高清水中学校
桂っぱ・あすなろ学級 様（高清水） 5,000円

若柳山野草＆さつき盆栽会 様（若柳） 2,800円

栗駒中学校ＰＴＡ 様（栗駒） 17,540円

匿　　　　　名 様（金成） 4,076円

栗駒中学校
栗駒ドリームカンパニー 様（栗駒） 11,766円

宮城県高等学校ＰＴＡ連合会県北支部
岩ケ崎高等学校ＰＴＡ 様（栗駒） 22,620円

第24回全東北空手道選手権大会
実 行 委 員 会 様（瀬峰） 10,000円

栗駒グラウンドゴルフ協会 様（栗駒） 1,700円

◆ 寄附金（１０月１１日から１２月１０日までの受付順）

◆ 寄贈物品（皆さんに喜んでいただけるような活用をさせていただきます）

ご寄附の紹介 温かい善意
ありがとうございました

　認知症高齢者や障がい（知的、精神）のある方な

どで、自分に必要な福祉サービスを選んだり、利

用するための契約を結んだり、利用料等の支払い

をすることが一人ではできない（自信がない）方の

ご相談に応じ、暮らしのサポートをしております。

【問合せ先】
 栗原地域福祉サポートセンター（まもりーぶ栗原）

　　　　　 ［栗原市社会福祉協議会本所内］  ☎２１-２２４５（直通）   
※お気軽にご相談下さい

●福祉サービス利用のお手伝い
●日常的な金銭管理のお手伝い
●書類等のお預かり

●基本料金　　　　　　 １か月／７００円
●お預かりサービス　　 １か月／３００円
●サービス料金　　　　  ３０分／５００円
●サービス提供に係る旅費　ｋｍ数に応じて
　※サービス料金と旅費は減免になる場合があります。

栗原地域福祉サポートセンター

まもりーぶ栗原
どんなことを
してくれるの？

利用
料金は？

◆場　　所 ：登米・栗原校

◆募集人員 ：４０人

◆学 習 日 ：年間２２日（２学年制）

◆内　　容 ：生きがいと健康づくりを目指し、

　　　　　　 地域社会に貢献できる人材として

　　　　　　 必要な内容を身につけます。

◆受 講 料 ：年間２０,０００円

◆募集期間 ：平成３０年１２月１日（土）～

　　　　　　平成３１年２月２８日（木）必着

申し込み・お問い合わせ

宮城県社会福祉協議会　いきがい健康課
（☎０２２-２２５-８４７７）

平成３１年４月
入学生募集

宮城いきいき学園


